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研究成果の概要： 
 瀬戸内地方の最終氷期の試料を含んだ花粉分析は研究例が少なく，香川県は引田町（坂東・

古市，1972）と高松・丸亀平野（古市，1980）が報告される程度である． 
2006 年 5 月 29～31 日に香川県綾川町で採取したボーリングコアを下位より No.9 から No.1

の層準に分類して年代測定，花粉分析を行った． 
年代測定結果から No.9 から No.6 の層準は上部更新統の段丘堆積物，No.5 層準より上部は

完新統の堆積物と判明した． 
花粉分析結果から，最終氷期前期の亜間氷期は現在よりも冷涼かつ乾燥した環境，後氷期初

期は温暖でやや湿潤な環境，後氷期後期は温暖で湿潤な環境であることが分かった．この結果

は既存の瀬戸内海沿岸の最終氷期の花粉分析結果とよく一致した．しかし，本研究では全体を

通じてマツ科花粉が少なく，Castanopsis はみられなかった．これは瀬戸内海沿岸とは異なる

綾川中流域における植生の特徴と考えられる． 
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１．研究開始当初の背景 
水中や堆積物中に含まれる花粉をトレーサ
として，河川水・地下水の流出起源を明らか
にし，さらに，それらの時空間変化をもとに
流域スケールでの植生・土地利用変化にとも
なう水環境変化を明らかにすることを目的

とする． 
 
２．研究の目的 
 花粉を用いて過去の植生を解明した研究
は数多いが，瀬戸内海地域は乾燥した気候で
湿原の発達が悪く，良好な花粉分析用試料の



入手が難しい．例えば，最終氷期の試料を含
む研究は，尾道市（安田，1983），児島湾（三
好，（1994）および鳴門市（板野ほか，1994）
において行われている（三好，1998）． 
香川県では過去に，引田町（坂東・古市，

1972）と高松・丸亀平野（古市，1980）にお
いて最終氷期を含む試料の花粉分析を行わ
れたが，前者は更新世の試料から花粉がほと
んど出ておらず，後者は主に三豊層群の存在
をメタセコイヤによって確認する内容であ
る．三木町の長尾断層（杉山ほか，2001）で
は後氷期後期以降の花粉分析が詳細に行わ
れ，人為的な森林破壊に伴う二次林の増加が
示されている． 
 本研究では，香川県の中讃域を流れる綾川
の中流域の水文気象観測所で採取したボー
リングコアを用いて年代測定，花粉分析を行
い，綾川流域周辺の最終氷期以降の古植生を
推定する． 
 
３．研究の方法 
（1）花粉分析用試料と 14C 年代測定用試料
の採取 
ボーリングは 2006 年 5 月 29～31 日に行っ
た． D－1B 型油圧式試錐機を用いて，ロー
タリー式ボーリング工法にて行った．ボーリ
ングコアはボーリングの先端にメタルクラ
ウンを装着したコアチューブ（外径 66mm）
により鉛直方向に土壌を採取した．孔口標高
は 52.236m，掘進長は 8.00m，孔内水位は
GL-1.10m であった．N 値測定のために，1m
深さ毎に 50cm深さのN値測定用の試料が含
まれる．  
 ボーリングコアは土壌粒径から，下位より
No.9 から No.1 の 9 つの層準に分類した（図
1）． No.9 層準（コア深度 8.00m-7.85m）は
暗灰色のシルト混り砂である．No.8 層準（コ
ア深度 7.85m-7.45m）は黒褐色の砂質シルト
である．No.7 層準（コア深度 7.45m-6.55m）
は暗緑灰色のシルト質砂である．No.6 層準
（コア深度 6.55m-3.55m）は暗褐色のシルト
混じり砂礫である．No.5 層準（コア深度
3.55m-3.25m）は黒褐色の礫混りシルトであ
る．No.4 層準（コア深度 3.25m-1.80m）は
灰色の礫混り砂である．No.3 層準（コア深度
1.80m-0.95m）は黒褐色の砂混り有機質シル
トである．No.2層準（コア深度0.95m-0.15m）
は淡褐色の砂混り粘土である．No.1 層準（コ
ア深度 0.15m-0.00m）は黒褐色のシルト質砂
で耕作土である． 
 花粉分析用試料は 1試料あたり約 50g採取
した．全層準から 1 試料ずつ計 9 試料を採取
し，試料番号は層準の番号と合わせて下位よ
り AP9 ～AP1 とする．年代測定用試料は 7
試料採取した（図 1）． 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（2）花粉分析処理方法 
はじめに試料表面の洗浄を行い，小豆くらい
の大きさに砕く．砕いた試料は 10％KOH 水
溶液に浸して泥化させてフミン酸・粘土鉱物
を遊離させる．つぎに蒸留水を加えて傾瀉法
によりフミン酸・粘土鉱物を除去する．つぎ
に，HF で珪酸質を除去して，ZnCl2 溶液で
残った粘土鉱物と有機物を比重分離させて，
アセトリシス処理でセルロースを分解して
花粉を濃縮させる．最後に，グリセリンゼリ
ーで置換してプレパラートに封入した． 
 
４．研究成果 
（1）年代測定結果 
 14C 年代測定は AMS 法により行い，No.7
は木片，それ以外は有機堆積物を分析した．
測定結果（図 1）から，No.6 層準と No.5 層
準の境界（コア深度 3.55m）が約 1 万年前で
あること，ボーリングコアの最下層準は約 4
万年前であることがわかった．つまり，No.6
層準より下部は上部更新統の段丘堆積物，
No.5 層準より上部は完新統となる．No.9 層
準からNo.7層準は最終氷期前期の亜間氷期，
No.6 層準は晩氷期後期，No.5 層準から No.3
層準は後氷期初期，No.2 層準は後氷期後期の
堆積物であることがわかった．また，No.7
層準と No.6 層準の境界（コア深度 6.55m）
には最終氷期最盛期直前から晩氷期初期ま
での堆積物が欠落している． 
（2）花粉同定結果：AP8 
以下に示す花粉同定結果を図 2に示す．

Salix，Juglans がそれぞれ約 20%，Quercus
が 15%と優勢であった．その他にマツ科針葉
樹と Tilia，がそれぞれ 8%みられ，Deutzia，
Castanea，Ligustrum， Phellodendron，Ulmus，
Cyclobalanopsis，Corylus，Cryptomeria，
Fraxinus，Alnus，Carpinus，の順に多く産
出した．草本花粉の割合は 24%であり，
Artemisia が 15% ，Cyperaceae が 7%，
Gramineae，Polygonaceae， Menyanthes，
Carduoideae の順に多く産出した． 

 
図 1 地質柱状図と花粉・年代測定試料採

取層準 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）花粉同定結果：AP7 
木本花粉は 22個産出した．Quercus，Salix，

Tilia，Castanea，Pinus Haploxylon，
Cyclobalanopsis，Corylus，Pinus がみられ
た． 
（4）花粉同定結果：AP5 
Cyclobalanopsis が 30%と優勢であり，

Celtis & Aphananthe が 13%，マツ科針葉樹，
Quercus がそれぞれ 12%，Salix，Juglans，
Phellodendron，Cryptomeria Castanea，
Deutzia，Tilia，Ulmus，Ligustrum，Fraxinus
の順に多く産出した．草本花粉の割合は 35%
であり，Cyperaceae が 21%，Gramineae が 7%，
Artemisia Polygonaceae， Carduoideae の順
に多く産出した． 
（5）花粉同定結果：AP3  
木本花粉は 34 個産出した．

Cyclobalanopsis，Quercus，Salix，Pinus，
Sciadopitys，Deutzia がみられた． 
（6）花粉同定結果：AP2 
Cyclobalanopsis が 34%と優勢であり

Castanea が 16%，Quercus が 11%，Celtis & 
Aphananthe が 9%，Cryptomeria が 8%，マツ
科針葉樹が 6%みられ Salix，Juglans，Corylus，
Sciadopitys，Deutzia の順に多く産出した．
草本花粉の割合は 37%であり，Gramineae が
22%，Cyperaceae が 10%，Carduoideae，
Artemisia，Cichorioideae，Polygonaceae の
順に多く産出した． 
（7）花粉同定結果：AP1 
Cryptomeria が 34%，Pinus Diploxylon が

33%と優占しており，Cyclobalanopsis が 9%
みられ Phellodendron Quercus，Fraxinus，
Alnus，Ligustrum，Castanea，Deutzia，Tilia，
Celtis & Aphananthe，Tsuga，Salix，Juglans
の順に多く産出した．草本花粉の割合は 72%
であり，Gramineae が非常に多く 62%，

Cyperaceae が 7%，Artemisia の順に多く産出
した． 
（8）まとめ 
 本研究は香川県綾歌郡綾川町北地区で採
取したボーリングコア（8m）の花粉分析を行
い，古植生を復元し当時の気候を考察した．
年代測定の結果から，最終氷期最盛期直前か
ら晩氷期初期まで空白があるが，約 4万年前
から現在までの時代であることがわかった.
これは,香川県で行われた坂東・古市（1972）
や古市（1980）の最終氷期の試料を含む花粉
分析のデータがほとんどない時期にあたる． 
 花粉分析の結果より，最終氷期前期の亜間
氷期は Juglans，Quercus，Tilia が優勢であ
り，加えて Corylus や Carpinus などの落葉
広葉樹が産出され，Cryptomeria が少ないこ
とから，綾川流域は現在よりも冷涼かつ乾燥
した気候であると推定した．後氷期初期は
Cyclobalanopsis が 30%と多く，Quercus の約
2倍の割合であり，Cryptomeria も約 4%みら
れることから，綾川流域は温暖な気候で，や
や湿潤であると推定した．また，Celtis & 
Aphananthe が多く産出しており，西日本の後
氷期初期（RⅠ）の特徴と一致する．後氷期
後期は Cyclobalanopsis が 34%と多く，
Quercus の 3倍以上の割合で優勢となった．
また，Cryptomeria も 8%ほど産出しており，
全国的には減暖期であったが，綾川流域では
温暖で湿潤な環境であったと考えられる．耕
作土である現在の試料からは Cryptomeriaが
34%，Pinus Diploxylon が 33%と優占してお
り，現在の綾川流域の植生と非常によい整合
性がみられた．  

図 2 香川県綾川町ボーリングコアの花粉

ダイアグラム 

 全体を通して，花粉産出の傾向は瀬戸内海
沿岸の児島湾（三好，1994）や岡山県頭島
（Fujiki et al.，1998）の結果とよく一致
した．しかし，本研究ではマツ科針葉樹の割
合が極端に少なかった．これは木本花粉が同
定の目安に達した試料がいずれも比較的温
暖な時期の試料であることから Abies，Picea，
Pinus Haploxylonがほとんど産出されなかっ
たこと，比較を行った他の最終氷期の試料を
含む花粉分析の研究がいずれも沿岸部であ
り，本研究はやや内陸の試料であることから
海岸部に生息するクロマツ由来の Pinusが少
ないことなど推測される．また，
Cyclobalanopsis が優勢となる後氷期の温暖
な時期でも Castanopsis はみられなかった．
これらは瀬戸内海沿岸とは異なる綾川中流
域特有の植生であると考えられる． 
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